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１．経営戦略とは 

１－１：経営戦略について 

下水道事業については、急激な人口減少等に伴う使用料収入の減少や施設の

老朽化に伴う更新費用の増大が予想され、さらに厳しい経営環境が続くと想定

されております。そのため、現在の経営形態を前提とした経営改革の取組だけ

では、住民サービスを確保することが困難となります。将来にわたり必要なサ

ービスを安定的に提供するため、現状と将来の見通しを踏まえた中で、中長期

的な経営の基本計画として策定するものが『経営戦略』です。 

 総務省は、平成２６年８月２９日付け「公営企業の経営に当たっての留意事

項について」で地方公共団体に対し、「経営戦略」を策定し、経営基盤の強化

と財政マネジメントの向上に取り組むよう要請しました。それを受けて土庄町

の農業集落排水事業においても経営戦略を策定するものです。 

１－２：経営戦略の策定期間 

 本経営戦略の策定期間は、令和２年度～令和１１年度までの１０年間です。 

１－３：他の計画との関係 

土庄町では、第６次土庄町総合計画（以下、「総合計画」という。）を作成

しており、その計画の内容のとおり人口減少が避けられない状態です。そのこ

とを踏まえ、人口減少については総合計画を、汚水普及率や北山地区の区域内

人口については、土庄町一般廃棄物処理基本計画（平成２９年作成）における

生活排水処理構想を参考にし、本経営戦略を策定しています。 

また、本経営戦略においては、その他の土庄町の各種計画と整合を図り、策

定期間中においても見直しを図ることとします。 



3 

 

２．事業概要 

２－１：事業概要について 

①農業集落排水施設について 

農業集落排水施設は、農業用用排水の水質保全に寄与するため、農業集落に

おけるし尿及び生活雑排水等の汚水を処理するものです。この事業は昭和４８

年度から日本各地で整備されており、農業集落排水施設の法律上の位置づけ

は、次の表１となります。 

 表１「下水道の種類」  
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下水道法上の

下水道以外の

もの 

公共下水道 

（広義） 

 

流域下水道 

 

公共下水道（狭義） 

 
特定公共下水道 

 

都市下水路 

 

農業集落排水施設 

 
漁協集落排水施設 

 

特定環境保全公共下水道 

 

林業集落排水施設 

 
簡易排水施設 

 
小規模集合排水処理施設 

特定地域生活排水処理施設 

 
個別排水処理施設 

 
コミュニティ・プラント 

 
浄化槽 
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②北山地区農業集落排水施設について 

現在、土庄町では農業集落排水施設として１施設を管理しており、その施設

で土庄町の北山地区を対象に汚水の処理をしております。この施設は、農村の

生活環境の改善を図るため建設しており、供用開始年度が平成７年度（１９９

５年）です。令和２年（２０２０年）３月末で２５年経過します。詳細につい

ては、表２のとおりです。また、農業集落排水事業として令和５年度までに公

営企業会計の適用（法適化）をする必要があり、現在はその適用に向けて検討

中です。 

表２「施設の概要」 

施設名 北山処理施設 

所在地 土庄町上庄２０５０－４ 

処理方式 JARUSⅢ型 

処理対象人数 ７８０人 

最大処理量 ２１１㎥ 

処理区域内人口 １４．８人／ha（※1） 

広域化・共同化・最適化 

実施状況（※2） 
該当なし 

                     ※1 平成 31 年 3 月 31 日現在 

※2 

1：「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指します。 

2： 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを

含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同し

て管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指します。 

3：「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的

条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わな

い。）を指します。 
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③使用料について 

 農業集落排水事業における使用料は、し尿の収集及び処分料金等を参考に、

決めております。世帯の人数に応じて料金の額が異なっており料金について

は、次の表３のとおりです。 

 また、会社から農業集落排水施設に接続している場合も同様の算定方法で

す。 

 

  表３「農業集落排水施設の使用料金」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④組織について 

 農業集落排水事業は、現在農林水産課管轄の施設です。 

令和２年３月現在１名（兼務）で事務をしており、施設の管理については浄

化槽保守点検業者に委託をしています。 

 

 

世帯員数 使用料（月額） 

２人以下 １，８３２円 

３人～４人 ３，０５１円 

５人～６人 ４，７６２円 

７人～９人 ６，７１６円 

１０人～１９人 １２，２１０円 

２０人～４９人 ２４，２２０円 

５０人～７９人 ４０，２９３円 

８０人～１１９人 ５４，９４５円 

１２０人以上 ６８，３７６円 
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２－２：民間活力の活用等 

 

 民間委託の内容は、浄化槽の保守点検及び維持管理です。現在は、指定管理

者制度や PPP・PFI は活用していません。 

資産についてもエネルギー利用（下水熱、下水汚泥、発電等）や土地･建物

等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組もあり

ません。 

 

２－３：経営比較分析表を活用した現状分析 

 

 経営比較分析表を活用した現状分析については、別紙１のとおりです。 
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H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

処理区域人口（人） 355 353 347 341 335 329 323 317 311 305 299 293 287 281
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３．将来の事業概要 

 

３－１：処理区域内人口の予測 

総合計画における将来人口の算定根拠として、国立社会保障・人口問題研究

所による将来人口推計を参考にしており、処理区域内人口は、総合計画の人口

の減少率を採用し算出しています。また、土庄町一般廃棄物処理基本計画の資

料編の減少率を参考にしています。 

（グラフ１）処理区域内人口予測 

  

    

   

  

   

 

  

 

 

 

   

     

３－２：年間有収水量の予測 

処理区域内人口を基に算出しており、平成 30 年度の有収水量は 28,896 ㎥

であり、一人あたり年間 84 ㎥程度利用しています。一人あたり年間 84 ㎥利

用すると推定し、グラフ 1 の人口予測をかけると次のグラフ 2 のとおりです。

人口が減少するため、年間有収水量も減少しています。 
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H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

年間有収水量（㎥） 29,820 29,652 29,148 28,644 28,140 27,636 27,132 26,628 26,124 25,620 25,116 24,612 24,108 23,604
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（グラフ２）年間有収水量 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

３－３：使用料の見通し 

土庄町全域でも人口減少しており，北山地区の処理区域内人口も（グラフ 1

を参考）減少傾向が予想されます。そのため、大幅な人口増加は見込めないと

予想されますが、使用料の見直しを行うため社会状況の変化の把握に努めま

す。 
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３－４：施設の見通し 

供用開始後２５年を経過したため、施設の更新等を検討する時期にあたりま

す。そのため、平成２９年度に業者に委託して施設の機能診断を行い、その結

果をもって最適整備構想を作成いたしました。機能診断とは、農業集落排水施

設の管路施設や汚水処理施設（機械設備、電気設備も含む。）の腐食具合等を

調査するもので、最適整備構想とは、今後４０年間を見据え、機能診断の結果

を基に４０年間でどれだけの費用がかかるのかを算定したものです。その結

果、ある年に修繕費が集中するため費用の平準化を行ったものがグラフ３のと

おりです。平準化した場合であっても令和６年度から令和１１年度にかけて

は、修繕費が増えることが見込まれております。 

（グラフ３）10 年間の修繕費 
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３－５：組織の見通し 

官民の役割分担等を踏まえ，民間委託のより一層の活用を含めた，効率的・

効果的な組織を構築します。 

施設の適切な維持管理や危機発生時における対応，委託事業者への指導監督

などに十分考慮した配置に努めます。 
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４．投資・財政計画（収支計画） 

 

４－１：投資・財政計画（収支計画） 

別紙２のとおりです。 

 

 

４－２：投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

①収支計画のうち投資についての説明 

目標 

農業集落排水施設は耐用年数を迎え老朽化することか

ら，施設の改築・更新や耐震化などについて，引き続き，計

画的に取り組んでいきます。主な内容は次の３つのとおり

です。 

 

①投資の平準化に関する事については、最適整備構想を

基に投資の平準化を図っていきます。また、随時保守点検を

し、修繕を行っていきます。 

 

 ②広域化・共同化・最適化（Ｐ5※2 を参考）に関する事 

については、香川県及び近隣の市町と協議を実施していき

ます。 

 

 ③民間活力の活用に関する事については、現在、 PPP/PFI

など利用していないため、今後協議する必要があります。 
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②収支計画のうち財源についての説明 

目標 

現状、農業集落排水事業の費用のほとんどは、一般会計

から繰り入れを行っている状況にあります。安定的な収入

の確保に取り組んでいこうと思っております。主な内容は

次のとおりです。 

 

 使用料の見直しに関する事については、使用者や地元住

民等と協議をしながら使用料の見直しを図っていきます。 

 

 

 

４－３：収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

 

投資以外の経費についての考え方・検討状況 

 

民間活力の活用に関する事項 
民間活力の導入も含め、今後検討し

ていきます。 

修繕費に関する事項 
最適整備構想を基に修繕費の平準化

を図っていきます。 

委託費に関する事項 
委託業務内容を毎年度見直し、委託

費を抑えるよう検討していきます。 


